



An examination of the causal
relationship between regional bank
branch network and ¯rm entry and exit:
Evidence from the Kansai region
播磨谷　浩　三 　
This paper examines the causal relationship between a regional
bank branch network and ¯rm entry and exit in the Kansai region.
The main purpose of this paper is to address the e®ects of promoting
region-based relationship banking on regional economic growth. I employ
the branch Her¯ndahl index for the measures of competition among
regional ¯nancial institutions in each municipality, and run a simple
linear regression on the rates of ¯rm births and deaths. The results
support that competition has a positive impact on the birth rate of new
enterprises, while there was no clear change after the implementation
of relationship banking policies. On the other hand, no apparent causal
relationship between measures of competition and the death rate of
enterprises was observed after the beginning of relationship banking
policies. Robustness of the results was con¯rmed by excluding Kyoto,
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1) 中小企業庁が公表している「倒産の状況」（2013 年 12 月 25 日更新）より引用。
2) 内閣府経済社会総合研究所が公表している「平成 22 年度県民経済計算について」によると、1
人当たり県民所得の変動係数は、平成 17 年度の 17.31 をピークに 5 年連続で低下しており、
















いる。また、信用金庫を取り上げた Kano et al.（2011）では、競争度が低い
地域ほど、取引先の貸出金利が低減する傾向にあることを報告している4)。こ
れらの分析結果は、地域金融市場の集中度が増すほどリレバンが形成されやす














5) 対照的に、Boot and Thakor（2000）の理論分析では、貸出市場が競争的であればあるほど
リレバンは形成されやすいことが示されている。
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表 1. 　関西地域における信用金庫の数の推移
1990 年度 1995 年度 2000 年度 2005 年度 2010 年度
滋賀県 4 4 4 3 3
京都府 12 9 7 3 3
大阪府 23 21 16 10 10
奈良県 3 3 3 3 3
和歌山県 5 3 3 3 2
兵庫県 14 13 13 11 11


















































9) ただし、2002 年 6 月に異業態である紀南信組（本店所在地は三重県熊野市）の事業を全て譲受
している。
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は、経営破綻による変動が著しいことから、ここでの分析からは除外する10)。

































11) 地方銀行と第二地方銀行を合算して地域銀行とした理由は、2000 年 4 月の大阪銀行と近畿銀


























































計調査」に掲載されている 2001年から 2004年にかけての変化と、「平成 21
年経済センサス」に掲載されている 2006年から 2009年にかけての変化を率
として計算する14)。いずれも、民営事業所のみを対象とする。






















































2001年から2004 年 2006 年から2009 年
平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
0.0303 0.0164 0.0000 0.0886 0.0197 0.0065 0.0048 0.0402
0.0491 0.0142 0.0125 0.1328 0.0495 0.0084 0.0216 0.0749
0.4605 0.3318 0.0000 1.0000 0.3974 0.2874 0.0000 1.0000
0.3833 0.3489 0.0000 1.0000 0.3805 0.2854 0.0000 1.0000
0.0044 0.0548 0.1614 0.2682 0.0033 0.0109 0.0354 0.0363
0.2158 0.0679 0.1050 0.4200 0.2280 0.0646 0.1250 0.4520



























表 3. 　推定結果（分析対象期間：2001～2004 年）
被説明変数
推定値 標準誤差 推定値 標準誤差 推定値 標準誤差 推定値 標準誤差
定数項 0.0399 *** 0.0042 0.0382 *** 0.0042 0.0601 *** 0.0032 0.0586 *** 0.0032 
0.0080 *** 0.0026 0.0063 ** 0.0026 
0.0079 *** 0.0025 0.0078 *** 0.0025 
0.0424 ** 0.0170 0.0386 ** 0.0174 0.0426 *** 0.0159 0.0366 ** 0.0161 
0.0168 0.0148 0.0181 0.0146 
0.0002 0.0008 0.0001 0.0008 0.0017 ** 0.0007 0.0016 ** 0.0006 



























表 4. 　推定結果（分析対象期間：2006～2009 年）
被説明変数
推定値 標準誤差 推定値 標準誤差 推定値 標準誤差 推定値 標準誤差
定数項 0.0248 *** 0.0022 0.0247 *** 0.0022 0.0458 *** 0.0029 0.0459 *** 0.0029
0.0037 ** 0.0018 0.0028 0.0025
0.0034 * 0.0018 0.0032 0.0024
0.0117 0.0119 0.0118 0.0120 0.0268 * 0.0160 0.0275 * 0.0162
0.0058 0.0077 0.0056 0.0077 0.0280 ** 0.0132 0.0279 ** 0.0131
0.0001 0.0003 0.0002 0.0003 0.0012 *** 0.0004 0.0013 *** 0.0004






























19) 「平成 21 年経済センサス」は 2009 年 7 月 1 日現在によって実施されており、調査員が調査
票を配布・取集する期間は同年の 6 月 24 日から 7 月 14 日であったことが、総務省統計局に
よって公表されている。リーマンショック後の中小企業金融支援策として始まった緊急保証制
度は 2009 年 4 月から、また金融円滑化法の施行は同年 12 月であり、2008 年度後半の景気後
退期については特筆すべき対策は取られていないと判断できる。
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表 5. 　推定結果（分析対象期間：2001～2004 年）【政令指定都市を除く】
被説明変数
推定値 標準誤差 推定値 標準誤差 推定値 標準誤差 推定値 標準誤差
定数項 0.0392 *** 0.0077 0.0390 *** 0.0076 0.0582 *** 0.0064 0.0588 *** 0.0063 
0.0079 *** 0.0028 0.0039 0.0028 
0.0081 *** 0.0027 0.0059 ** 0.0027 
0.0377 * 0.0192 0.0331 * 0.0196 0.0543 *** 0.0189 0.0478 ** 0.0192 
0.0063 0.0147 0.0083 0.0146 
0.0007 0.0010 0.0006 0.0010 0.0005 0.0009 0.0005 0.0009 




20) 「平成 21 年経済センサス」に掲載されている 2009 年時点における事業内容等不詳先を除く民
営事業所数に基づいて、京都、大阪、兵庫の各府県内総数に占めるそれぞれの政令指定都市の





















表 6. 　推定結果（分析対象期間：2006～2009 年）【政令指定都市を除く】
被説明変数
推定値 標準誤差 推定値 標準誤差 推定値 標準誤差 推定値 標準誤差
定数項 0.0307 *** 0.0042 0.0306 *** 0.0042 0.0510 *** 0.0052 0.0511 *** 0.0051
0.0039 ** 0.0020 0.0012 0.0026
0.0037 * 0.0020 0.0015 0.0026
0.0061 0.0942 0.0048 0.0948
0.0107 0.0142 0.0107 0.0145 0.0113 0.0185 0.0121 0.0188
0.0060 0.0037 0.0060 0.0037 0.0030 0.0050 0.0031 0.0050
0.0082 0.0083 0.0081 0.0083 0.0254 ** 0.0126 0.0254 ** 0.0126
0.0001 0.0004 0.0002 0.0004 0.0006 0.0005 0.0006 0.0005
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